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成した（図 1）。合成されたビラジカルに対する ESR スペクトル
の溶媒依存、Ca2+,Ba2+イオンの包接による磁性の変化とイオン選
択性を固体磁化率測定と溶液中の ESR 測定から検証した。 
また、キラルな構造かつキレート能の高いアミノ酸を配位子骨
格に利用し、DL-Alanine、L-Phenylalanine、GlyGly、カルボキシ
ル基をエステル保護した GlyGlyOBn に nitronylnitroxide(NN)の
導入を目指して合成を行った。 
【結果と考察】図 1 の配位子はいずれも溶液中にて 5 本線のスペ
クトルが観測され、架橋の数に関係なくビラジカルが近接して
いることがわかった。PhnbNO(n =2, 3)に対する Ca2+,Ba2+イオ
ン共存下の ESR 測定の結果、Ph3bNOは Ba2+イオンにより選択

















図 1. RbnNOの構造式 
R = t-Bu (n = 1~4), Ph (n = 2, 3) 
図 2. 溶液中の Ph3bNOの ESR





*EGTA は Ba2+の除去試薬である 
図 3. 2NNCH2-GlyGlyOBnの ORTEP図 
 
